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日々の活用から得られた

デジタル教科書活用
特徴 効果 留意

「デジタル教科書 の効果的な活用 在 方等

	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	

デジタル教科書活用の特徴・効果・留意点
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デ ジタ ル 教科書活用の 特徴・ 効果・ 留意点

」 の り に 関す る ガ イ ド ラ イ ン 検討会議 資料

実践： 日々の 活用の 概要

l 協力校・ 教員：
n 小平市立小平第七小学校 谷川航（ 1 6年目）

の
・ ・ 点

l 使用教材：
n 光村図書出版 学習者用デ ジ タ ル 教科書

（ デ ジ タ ル 教科書・ 教材）

l 使用機材：
n 教師： 電子黒板， W ind ow s PC

iPad Pro , App le TV

n 児童： iPad A ir

東京学芸大学
教育実践研究支援セ ン タ ー

加藤直樹

l 対象児童（ ク ラ ス ） ， 単元数：

n 2014年度 6年生 34名 1単元

n 2015年度 4年生 33名 9単元

n 2016年度 5年生 34名 5単元

n 2017年度 6年生 33名 6単元

n 2018年度 6年生 32名 （ 1学期に 2単元）

©2014- Naoki Kato, IML at TGU

デ ジタ ル 教科書活用の 特徴・ 効果・ 留意点

デ ジ タ ル 教科書の 特徴

容易多彩に 書け る 多様な 見え 方

内容の 再利用
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デ ジ タ ル 教科書活用の 効果（ の 一例）

� 子ど も た ち が と に か く ア ク テ ィ ブ に

多彩な 教材（ へのリ ン ク ）

容易に 共有

©2014- Naoki ato, ML GU

a-dowaki
テキスト ボックス
資料２




	K 	I 	at	T

	 	 	 	

考えを
可視化

しやすい

	 	 	 	

	 	 	 	 	 	 	 	

デジタル教科書活用の特徴・効果・留意点

©2014- Naoki Kato, IML at TGU
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デ ジ タ ル 教科書活用の 効果（ の 一例）
l 筆者の 考え と そ の 理由や 扱っ て い る 事例な ど に
線を 引き ， 文章の 構成に 着目さ せ な が ら ，
要旨を ま と め る 授業
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デ ジ タ ル 教科書 紙の 教科書

実は別の 要因も
含ま れて い ま す (^ ^ ; ;

l そ れま で の 授業で 教科書教材の 本文の 内容を し っ か

り 捉え る こ と が で き て い た ？

l （ 引い た 線が 見易く ） 要旨を 書く と き に 本文の 振り
返り が し や す か っ た ？

©2014- Naoki ato, ML GU

©2014- Naoki Kato, IML at TGU
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な ぜ ア ク テ ィ ブ に ？

ま ず読め る
ま ず書け る 容易多彩に 書け る 多様な見え 方

恥ずか し考え を
内容の 再利用 がら ずに可視化

発表し やすく

多彩な教材（ へのリ ンク ）

考え る 重要な動画を容易に 共有

考え を 書く 何度で も
こ と に 集中

今ま で の つ ま ず き が 回避で き

学び に 取り 組め る

（ 学力テ ス ト の） 点数が大幅に ア ッ プ
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デ ジ タ ル 教科書活用の 留意点（ ？）

（ 我々の実践から 得ら れた メ リ ッ ト は）
毎日使え る から こ そ

活用に
特に 国語科は 必要な 力で あ り
複数時間に 活用に よ っ て
渡っ て の 学び 育ま れる 力

深い学びへの循環

書 見
く る

必要な 時に 使う

道具と い う よ り 考え る
い つ も あ る 環境へ 情報活用能力
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デ ジ タ ル 教科書活用の 留意点（ ？）

多様な見え 方容易多彩に 書け る
考え る 時間が長く

積極的に 発言
内容の 再利用

多様な意見
多彩な教材（ へのリ ンク ）

容易に 共有 主体的に 活用

� 必然的に 授業ス タ イ ル が 変化

� 教員が 対応する こ と が 重要


